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コラーゲン群 17.26%，β-TCP 群 18.22%，対照群 17.47%であり，複合材群は対照群と比較
し，骨再生が有意差をもって認められた。8週例では複合材群 28.63%，コラーゲン群 23.56%，
β-TCP群 26.56%，対照群 19.69%であった。③4週例の残存顆粒面積は複合材群 4.57%，β
-TCP群 4.93%，8週例では複合材群 1.15%，β-TCP群 2.88%であり，顆粒の吸収に伴い骨再
生が進行していることが示された。④計測位置 2 mm，3 mm，4 mm，6 mmにおける頬舌的幅
径は複合材群 5.77±0.67 mm，5.55±0.55 mm，7.09±0.92 mm，8.66±0.70 mm であり，対照
群は 4.57±0.77 mm，4.04±0.31 mm，4.82±0.51 mm，6.95±0.75 mm であった。複合材群は
対照群と比較し，骨欠損骨頂部から底部にかけて頬舌的幅径を維持されていることが有意
差をもって認められた。⑤歯槽骨頂部の高さは全群で減少が認められた。 
以上より骨膜除去モデルにおいて使用した複合材は骨再生と歯槽堤吸収抑制効果を有す
る有用な材料であることが示唆された。 
